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第1図 研究対象地区の位置  

















Ⅱ 江戸時代～明治前期の生活様式  
































第1東 上横林村の耕地面積と石高の推移  
石  高  
1679年（延宝7）  1762年（宝暦12）  1871年（明治4）   
（町，反，畝，歩）  岬丁，反，畝，歩）  （町，反，畝，歩）  （石，斗，升、合）  （石，斗、升，合）  （石，斗，升、合）  
上 畑               1．0，3，15  5、5，2，12  3，4，4．3  8，2，8，0  44，1，9，2  27，5，2，8   
中 畑  2．6，8，3  2，4、5、3  2、8，6、0  ユ6、0，凱 6  14，7、0，6  17，1，6，0   
下 畑  4．6，5，9  5，0，0．0  2，6，5．15  18，6、1，2  20，0，0，0  10．6，2，0   
下々畑  5、8、8、9  7，2，9、15  3，6，0，3  11，7，6，6  14，5，9，0  7，2，0，2   
合計  14，2，5，6  20，2，7，0  12，5，5，21  54，7．4，4  93，4，8，8  62，5，1，0   
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ー 4 －   
第3図 上横林柑の土地区画と土地利用（1988年）  
（「地籍図」と「土地台帳」により作成）  




























5）明治初期の人口構造と家族構成   
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－ 7 －   
第2東 上横林村における農産物の作付反別・生産量・生産額（1889年）  
作 付 反 別   生 産 量   生 産 額  
作  物  
（町，反，畝，歩）   （石，斗，升，合）   （円，銭）   
米   5，5，19   
粟   1t 6，9，10  13，5．2，8  33，82   
大  麦   6．6，3，0   53，0，4，0   106，8   
小  麦   7，6．7，0   30，6，8，0   110，44   
稗   7，5，4，0   124，4，0．0   149，28   
玉萄黍   3，9，0   2，9，2．5   11，70   
蕎  麦   5，2，0   1，9，5，0   7，80   
大  豆   1，4，5，0   10，8，7，5   54，37   
小  豆   3、6，4   1．8，0，0   10，80   
大  根   5，2，し）   2329（賞）   23．20   
午  房   6，5   45（貰）   2，70   
人  参   1，9   26（貫）   l，30   
青  草   2，3，4，n   5616（ぞい   112，32   
南  瓜   1．5   45（貫）   2，25   
胡  瓜   5，0   65（許）   2、60   
茄  子   l，3．0   65（貰）   3，25   
雑  業   1，8   39（賞）   0．78   
葱   8，5   53（賞）   5，83   
荏胡朝   1，1，5   3，9，0   2，0   
煙  草   5，9，5，0   1190（賞）   297，50   
（「農事調査下調番」により作成）  
は資料に記載がない。  
以上の農産物のほかに次のような生産物もあった。   
柿 213貫（3円19銭）．繭・4斗5升（11円25践）   
馬 26頚．家鶏 39羽．卵 520僻（3円12践）  
第3表   
上横林村の農薬外就業従事者  
（1879年）  
職  名  兼業職名  人数   
仲買 商   
石油商   
穀類商  醤油商  ロ   
滑類講売  2   
屋根板茸  2   
柵  
木  挽  3   
煙草刻  4   
炭  焼  3   
水車営業  5   
2 4  6 8 1012 14（％）   
12 10 8  6  4  2  0  2  4  6  8 10 12 14（％J  






－ 8 －   
上棟林村において，聞き取りからも他に3件の事  














Ⅱ 明治後期～第二次世界大戦期の生活様式  
































（1） t－6j （10）（16）  
第7図 姉家督と中継相続がみられるW家の家族構成  
（「宇都宮県管轄第五大区拾壱小区戸籍」と「戸籍挿」により作成）  
柱）（）は年齢  



































図である29） 。1，888年には暮沼用水の上流部わず  
かしかみられなかった水田が，用水沿いに下流部  
にまで広がっている状況が示されている。   
同資料によると，当時の上棟林地区の稔戸数は  
20戸である。その内耕地を持つものは13戸であり，  
第8図 上横林地区の土地区画と土地利用（昭和初期）  
（「地籍図」により作成）  



























しかし，蚕は葉煙草の花粉により体内を侵され，   



































職  名  専業者（人）  余業者（人）   
経本販売   9   
荷馬車菜   2   
酒類販売   0   2   
養  蚕   0   2   
水車営業   
木材卸売   0   
薪炭生産   0   
製材業   2   0   
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Ⅳ 第二次世界大戦期以降の生活様式  
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次   良  
男   男  
f2〔）1 （2ニZ）  （5） （9）（ll）  ＝・l） （17〕  
＝＝  （11） （13）  
































隼 次  















－13－   
???????
畑 山林 力；ミ野 ‖ 山林原野 ‖ 畑I椚相川・棚・＝林  
1 1 1 1 1 1 1 1 1  1  
【rl 揖 【11 州 側 畑l‥林 山林 山林 Jちミ野  

























a）1965年の引水梅の保有量 b）1964～1965年の引水権  
の保有量の変化  





























































（1  1  2  3  4  5  
??】????????
範15図 上横林地区の戸別の土地所有面積（1988年）  
r「土地台帳」によl）作成）  
注）第4同に同じ  
















































































ー ユ6－   
第16図 上横林地区の土地区画と土地利用（1987年）  
（「地籍図」と「土地台帳」と現地調査により作成）  
注）荒地は現地調査による。その他の土地利用は「土地台帳」による。  




















5）現在の人口構造と家族構成   
ここでは1986年の上棟林地区の「農家台帳」を  
もとに，1986年10月の現住者の人口構造と家族構  










































b）間取り   











る。   
家族構成は，夫婦家族が3戸，直系家族が14戸，  
複合家族が1戸，独身者が1戸である。大正期と  
～19 －   
第5表 上棟林地区の農業経営の推移  
1970年  1980年  1985年   
（昭和45）  （昭和55）  （昭和60）   
総農家数（戸）  19  19  19  18   
専業農家数  13  4  4  3   
第1種兼業農家数  6  15  13  8   
第2種兼業農家数  0  0  2  7   
販売額第1位 稲作  16  14  14   
部門別農家数 酪農  3  4  3   
経営耕地  水 田  19．6  55．4  60．0  64．3   
面 積   畑   16．9  10．7  12．4  8．8   
（ha）  合 計  36．5  66．1  72．4  73．1   
作物別  稲   22．6  51．8  42．5  44．6   
収 穣  麦 類  14．3  0．2  1．3  0．1   
面 積  いも類  1．6  0．3  0．4  0．1   
（ha）  豆 類  1．4  0．3  0．4  0．1  
エ芸作物  6．3  0． 0．7  0．5  
野菜類  2．7  0．7  1．5  1．4  
飼料作物  0．6  11．2  21．1  22．2   
家畜飼育  乳牛（戸）  15  17  4  3   
農家数と   （頭）  （26）  （102）  （201）  （125）   
家畜数  肉牛（戸）   5  3  2  
（頭）  （5）  （柵）  （15）  （14）  
鶏（戸）  15  2  1  



















































1！）5＝ 1ミ）55  1日；い  l別ミ5  197【） 1975  
年 次   
節20図 横接地区の酪農の推移  
（「横櫻郷土史」により作成）  
往）1971年の乳牛頭数は資料に記載なし。  
4  6  8 10 12（％ラ  りん          2     4    点U    qU    （U    n′－ 
第21図 上横林地区の人口の性別・年齢別構成（1986  
年）  






















許さない。   
なったことから，大正期にはこれらの相続慣行は  
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21）夫婦家族とは，夫婦とその未婚の子女によって構   
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写哀1  


















































としているところ。   
ー26－  
